
理学療法英文原著読解

[演習]　第２学年　通年　必修　2単位

《担当者名》〇小島悟　吉田晋　中村宅雄　山根裕司　佐藤一成　鈴木伸弥

【概　要】

　理学療法の臨床分野・研究分野における継続的な知識の蓄積には、学術テキストや文献をはじめとする英文原著からの情報収

集能力を身につけることが必須である。本演習では、理学療法関連分野における基礎的な英文原著の読解を通して、英文文献の

検索方法を習得し、また理学療法関連の語彙を構築することで、学内外での実習や卒業研究、さらには、生涯にわたるセラピス

トとしての専門知識習得に必要な英文読解能力を身につける。

【学修目標】

　エビデンスに基づく理学療法を実施するために、理学療法に関連する基本的な英文原著を読み、その内容を説明できる。

1．理学療法に関連する基本的な英文原著を読み、その内容を説明できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

30

英文読解 講義時に理学療法に関連した英文課題を配布する。教

員が配布した課題の内容の概要を説明した後、各自課

題の英文を講義時間内に読解し、まとめる。

全担当教員

【授業実施形態】

遠隔授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

毎回の課題提出　50%

定期試験　50%

定期試験実施後、問合せがあった際には模範解答を開示する。

【学修の準備】

次回の授業で読む課題のテーマを指定するので、その内容について予め調べておくこと（80分）。

授業時に紹介された英文を読み直し、重要語句を覚えること（80分）。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

（DP5）世界の、そして我が国の人口構成の変化、価値観の変化、文化や暮らしの変化、そして絶えず発展し続ける科学、そして

医学。その中で私たちは常に人々の健康とより良い暮らしへのニーズに理学療法科学をもって応えていかなければなりません。

その専門性をより広く、深く、科学的に追及していくために、能動的に研修と研究を通して自己研さんしていける能力を身につ

けます。


